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社 会 的 な見 方 ・考 え方 を育 成 す る社 会 科 授業 論 の革 新
－21世紀の学校教育における社会科の役割－
Innovation of the Methodology of Social Studies to Promote
Children's Social Cognition : New Roles of Social S七udies
in School Education for Tomorrow
１　はじめに
20世紀の学校教育は，社会科の時代でもあった



































































































































































































[ ○は事実的な見方・考え方①( 理解的)，◇は事実的な見方・考え方②( 説明的)，●は価値的な見方・考え方｣
－ ７－
前者の「問題解決型授業論」 は, 1947 ・ 1951年　　　 は，以下の３点を指摘することができよう。
版学習指導要領社会科編（試案）に基づぐ社会科　　　　 第１の課題は; 社会的な見方・考え方の育成に
実践や，社会科の初志をつらぬく会， 日本生活教　　　 は，「社会を知る」「‾社会がわかる」 厂社会 に生き
育連盟前期，昭和20年代後期の農村青年教師など　　　 る」 の３つの段階の見方・考え方の育成が必要と
による社会科教育実践に みられるものであ る。6）　　 なるが，「理解型」や「説明型」 では「社会がわ





②　 問題の原因についての見方・考え方。　　　　　　 第２の課題は，いずれの授業論 も，児童 一生徒
③　 問題解決の判断にかかわる見方・考え方。　　　 が「理解する」「説明する」「問題解決する」 厂意
後者の「意思決定型授業論」 は，デューイの考　　　 思決定する」ことによってえ られる社会的事象に
え方を継承した， アメリカ合衆国におけるエング　　　 関する内容的（実質的）な見方・考え方の育成が


















































































































な見方・考え方の両面を育成する授業論を構築す　　　 の学習において，「情報を受 信・発信す る学習」
















































を学ぶ方法」，③「社会におけ る生 き方の追 求の
仕方を学ぶ方法」 の３つが考えられる。






































的な見方・考え方を育成することが可能 になると　　　 Ｉ」では，社会の知り方を学ぶための 厂調べ方を
考えることができよう。　　　　　　　　　　　　　　　 学ぶ」学習，社会のわかり方を学ぶための 厂知的
②　厂社会的課題の研究学習」の授業構成　　　　　 な問題の解決方法を学ぶ」学習，社会における生
「‾社会的課題 の研究学習」 という授業論 に基づ　　　 き方の追求の仕方を学ぶための 匚実践的な問題の
く単元の授業構成においては， 次のように教材構　　　 解決方法を学ぶ」学習が行われる。具体的には，
成，授業過程の組織，学習形態・学習活動の選択　　　 匚情報の受信・発信の方法を学ぶ学 習」， 匚理解 の
を行うことが必要となる。　　　　　　　　　　　　　　 方法を学ぶ学習」， 匚説明 の方法を学ぶ学習」，
単元の教材構成においては，前述の社会的な見　　　 匚問題解決の方法を学ぶ学習」，「‾意思決定 の方法




前述した社会の今日的な課題が取り上げられるこ　　　 匚調べ問題の調査」と 匚調査結果 の表現・発表」，
とになるｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 それらに基づ く単元全体の大きな研究問題（知的
単元の授業過程は，教材として取り上げられた　　　 な問題と実践的問題）の解決が行われる。具体的
社会的課題について，研究する方法（記述・説明・　　　 には， 教材を調 査しそ の結果を発表するための
判断の仕方）を学ぶ学習と，実際に研究問題につ　　　 匚情報を受信・発信する学習」，知的な問題を解決
いて研究する（記述・説明・判断する）学習の両　　　 するために必要な 匚理解する学習」と 匚説明する
方を行うことができるような過程として組織され　　　 学習」， 実践的な問題を解決 するた めに必要 な




る知的な問題 匚なぜ，どうして」や，実践的な問　　　 価の活動が行われる。 また，獲得した社会的な見
















































































2 ） 文部省 『小学校指導書社会編』 学 校図 書，
1989, p.60
3 ）文部省『小学校学習指導要領（試案）社会科
編』日本書籍, 1951,  pp.2-30
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